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28　C型慢性肝炎に対するインターフェロン（IFN）

治療効果の予測因子の検討

瀧本光弘・坂内均・渡辺俊明

済生会三 条病院消化器科

C 型慢性肝炎に対する IF N 治療に閲 し
, 血清の

γ G T P と A L T の 比で 治療効果 の 予測 が出来る と

い う主 旨 の 論文 を ドイ ツ の グ ル ー プが 9 9 年の J .

of M e di c al Vi r ol o g y に発表した . 今回我々 は当院

に お ける C 型慢性肝炎に対 する IF N 治療効果 の

予測因子を こ の 比を含め て数種の 因子 に つ い て
,

解析, 検討を行 っ た .

症例 は 当院に於 い て 19 92 年 4 月 か ら現在 まで

に IF N 治療を行 っ た慢性 C 型肝炎患者1 12 例を

対象に解析を行 っ た . 血酒の γ G T P と A L T の 比

と治療効果の 関係は, 論文が示 した様な著効群で

無効群に比較し γ G T P と A L T の 比 は低値と い っ

た 関係は認 め ら れな か っ た . 当院で の 解析で は
,

治療効果 に影響を与 える因子 は, ウイ ル ス 量
, 追

伝子型, F 因子で あ っ た .

II. 特別講演

「肝細胞癌発症の分子機構と治療法の開発」

山形大学第二内科

河 田 純 男

第2 6回リバーカンファレンス総会

日 時 　 平 成 1 4 年 3 月 1 6 日 （ 土 ）

午前9時～

会 場 　 新 潟 ユ ニ ゾ ン プ ラ ザ

大会議室

I. 一般演題

1 　 3 0 年 後 に 肝 再 発 を 来 し た と 考 え ら れ る 脈 絡

膜原発黒色腫の1例

吉村朗・和栗暢生・須田剛士

高橋達・野本実・朝倉均

野本重敏 *

新潟大学第三内科

同 皮膚科
*

症例 は 7 2 歳女性. 既往歴 と して 40 歳時に左眼

球摘出術 を受け て い る が 詳細 は 不 明 で あ っ た .

199 9 年秋, 肝機能異常を契機に受 けた腹部超音波

検査で S 8 に 4 c m の 内部 に嚢胞成分を伴う腫癌を

指摘された . C T
,

M RI で は S 4 に も腫癌を認め た

が確診 つ かず,
こ の 時点 で の腫癌生検で も確診が

つ かな か っ た
. そ の 後 一 年以上腫癌 は増大傾向を

示 さなか っ たが
,

二年後に増大 し
, 数 も増加 した .

血管造影上 S 8 の 病変は乏血性で あ っ た が , 他の

病変は富血性で 肝細胞癌様の 血 行動態を示 した .

腫癌生検で は メ ラ ニ ン と考えられる黒色 の 色素を

多量に含有 し, 抗 S - 1 00 及び H M B - 4 5 が陽性の

異型細胞集団を認め
, 黒色腫と診断された . 諸検

査で も原発栄は不明で あ っ た が, 破棄寸前で あ っ

た 3 0 年前 の 記録 を入手 した と こ ろ, 左 眼球摘出

の 原疾患 は脈絡膜黒色腫 であ っ た . 本症例は眼球

摘出術後 3 0 年後 に黒色腫 の 肝再発 を来 した と考

え られ,
また

,
1 年間腫癌が増大傾向 を示さ な か

っ た点 が特異であ ると考え報告する .


